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1991年（平成
へいせい

3年
ねん

）に紫竹
しちく

小学校
しょうがっこう

創立
そうりつ

５０周年
しゅうねん

を盛
も

り上
あ

げ

るため、地域
ちいき

の各種
かくしゅ

団体
だんたい

が協力
きょうりょく

し開催
かいさい

されたのが紫竹
し ち く

ま

つりです。紫竹
し ち く

学区
が っ く

の夏
なつ

を飾る
かざ

お祭り
   まつ

として地域
ちいき

の方々
かたがた

に

親しま
した

れています。 

京都
き ょ う と

市立
し り つ

加茂川
か も が わ

中学
ちゅうがく

吹奏
す い そ う

楽部
が く ぶ

の演奏
えんそう

をはじめとするス

テージ企画
き か く

や各種
かくしゅ

団体
だんたい

による屋台
や た い

など、地域
ち い き

が一体
いったい

となっ

て毎年
まいとし

開催
かいさい

しておられます。お祭
まつ

りを開始
かいし

する午後
ごご

から、

夜
よる

の閉会
へいかい

まで楽しむ
たの

来場者
らいじょうしゃ

も多く
おお

毎年
まいとし

約
やく

3000人
にん

の

来場者
らいじょうしゃ

があるとのことです。近年
きんねん

は「水かけ
みず

祭り
まつ

」や「シャボ

ン玉
だま

企画
き か く

」など、新た
あら

な企画
きかく

を積極的
せっきょくてき

に実施
じ っ し

しておられ、

京都
きょうと

学生
がくせい

祭典
さいてん

実行
じっこう

委員
いいん

の私たち
わたし

も協力
きょうりょく

させてもらってい

ます。「2020年度
ねんど

はコロナウイルス感染
かんせん

拡大
かくだい

に伴い
ともな

実施
 じっし

ができなかったが、そのエネルギーは来年度
らいねんど

爆発
ばくはつ

させられ

るよう準備
じゅんび

したい」と 2019年度
ね んど

実行
じっこう

委員長
いいんちょう

の筑
ちく

田
だ

一
かず

毅
き

さ

んはおっしゃっておられます。 

 

生
せい

祥
しょう

夏祭り
なつまつ

は約
やく

25年
ねん

続いて
つづ

いる祭
まつ

りで、京都
きょうと

学生
がくせい

祭典
さいてん

も

数年前
すうねんまえ

からお手伝い
てつだ

させて貰
もら

っている夏祭
なつまつ

りのひとつです。生
せい

祥
しょう

夏祭り
なつまつ

ができた経緯
けいい

に、生
せい

祥
しょう

小学校
しょうがっこう

の統廃合
とうはいごう

が大きく
おお

関わって
かか

い

て土地
とち

を利用
りよう

する案
あん

も出ました
で

が、なかなか決まらず
き

、残った
のこ

校舎
こうしゃ

や物
もの

を活用
かつよう

しようという所
ところ

から生
せい

祥
しょう

夏祭り
な つ ま つ

が誕生
たんじょう

しました。  

生
せい

祥
しょう

夏祭り
なつまつ

はグラウンド真
ま

ん中
なか

に、大きな
おお

櫓
やぐら

が建
た

ちます。その

櫓
やぐら

は他
ほか

の自治
じ ち

連合会
れんごうかい

が捨
す

てる予定
よ て い

の物
もの

だったのです。櫓
やぐら

を囲
かこ

ん

で盆踊
ぼんおど

りをする事
こと

や、祭り
ま つ り

の最後
さ い ご

の時間
じ か ん

には、皆で楽しめる
たの

｢マイ

ムマイム｣も踊る
おど

ことが恒例
こうれい

となりました。 

生
せい

祥
しょう

夏祭り
なつまつ

を行う
おこな

ことが年齢層
ねんれいそう

の壁
かべ

を越えて
こ

、地域
ちいき

の結束力
けっそくりょく

が

強く
つよ

なり｢災害
さいがい

に強い
つよ

まちづくり｣になっていると生
せい

祥
しょう

自治
じち

連合会
れんごうかい

の会長
かいちょう

、中村
なかむら

勝
まさる

さんは語って
かた

います。また、新型
しんがた

コロナウィルス

感染症
かんせんしょう

の影響
えいきょう

で、一度
いちど

も途切れた
とぎ

ことの無かった
な

ものが勢い
いきお

をそ

のままにすることは難しい
むずか

が、それをどう、巻
ま

き返
かえ

すのか、勢い
いきお

を

付けさせて
つ

いくのかが来年
らいねん

の課題
か だ い

だとおっしゃっておられます。 

 

元
もと

は安寧
あんねい

学区
がっく

と梅逕
ばいけい

学区
がっく

が共同
きょうどう

で夏祭り
なつまつ

を開催
かいさい

していま

したが、O 157
おーいちごーなな

(おなかが痛く
いた

なる菌
きん

)や和歌山
わ か や ま

カレー毒物
どくぶつ

事件
じけん

の影響
えいきょう

をうけ、一時
いちじ

中止
ちゅうし

していました。現在
げんざい

は、安寧
あんねい

自治
じ ち

連合会
れんごうかい

が主催
しゅさい

となって安寧
あんねい

学区
が っ く

単独
たんどく

で開催
かいさい

されていま

す。安寧
あんねい

夏祭り
なつまつ

は地域
ちいき

の各団体
かくだんたい

がブースを出展
しゅってん

しており、そ

の中
なか

に京都
きょうと

学生
がくせい

祭典
さいてん

もゲームの運営
うんえい

という形
かたち

で参加
さんか

し、

楽しま
たの

せていただいております。最後
さいご

には花火
はなび

も用意
ようい

されて

いて賑やか
にぎ

に締
し

めくくられます。子
こ

どもたちが楽しめる
たの

賑やか
にぎ

なお祭
まつ

りを目指
め ざ

そう、と現在
げんざい

の形
かたち

になりました。 

今年
ことし

は地域
ちいき

の体育
たいいく

祭
さい

も中止
ちゅうし

となるなど地域
ちいき

での楽しむ
たの

機会
 きかい

が少なく
すく

なってしまったので、来年
らいねん

は準備
じゅんび

の段階
だんかい

から学生
がくせい

と

力
ちから

を合
あ

わせて楽
たの

しく盛
も

り上
あ

がれるようなお祭
まつ

りにしたいと

安寧
あんねい

自治
じち

連合会
れんごうかい

会長
かいちょう

の松村
まつむら

宗一
むねかず

さんはおっしゃっておられ

ます。 

元々
もともと

は安寧
あんねい

地区
ち く

で行われて
おこな

いた祭り
まつ

ではあります

が、ここ 10年
ねん

では梅逕
ば い けい

地区
ち く

を中心
ちゅうしん

に開かれて
ひら

いま

す。エコサマーフェスタは夏休み
なつやす

の子ども
 こ

たちの思
おも

い

出作
で づ く

りとして、更に
さら

はその中
なか

でお金
    かね

もかからずゴミも

出
で

ない“エコ“をテーマに工作
こうさく

ブースや食
た

べ物
もの

ブース

が設置
 せっち

されているお祭り
まつ

です。当時
とうじ

から京都
きょうと

学生
がくせい

祭典
さいてん

はボランティアとして参加
さんか

しており、ブースを

出し
だ

協力
きょうりょく

させてもらっている祭り
まつ

です。 

梅逕
ば い けい

安心
あんしん

安全
あんぜん

ネットワーク代表
だいひょう

の加藤
か と う

純一
じゅんいち

さん

は、今年度
こんねんど

は残念
ざんねん

ながら開催
かいさい

する事
こと

はできなかった

が 、 学校
がっこう

を 上げて
あ

盛り上げ
 も        あ

、 学生
がくせい

祭典
さいてん

と 共
とも

に

作り上げたい
つく     あ

と仰
おっしゃ

っています。また、学区
がっく

に拘らず
こだわ

広い
ひろ

地域
ちいき

から、多く
おお

の世代
せだい

が参加
さんか

でき、幸せ
しあわ

のあふれ

るようなお祭り
    まつ

にしたいと考えて
かんが

おられます。 

 

～京都学生祭典と地域の祭り～ 

地域
ち い き

の夏祭
な つ ま つ

り紹介
しょうかい

 エコサマーフェスタ 

(京都市
き ょ う と し

下京区
しもぎょうく

：梅逕
ば い けい

学区
が っ く

) 

 

生
せい

祥
しょう

夏祭り
な つ ま つ

 

(京都市
き ょ う と し

中京区
なかぎょうく

：生
せい

祥
しょう

学区
が っ く

) 

紫竹
し ち く

まつり(京都市北区
き ょ う と し き た く

：紫竹
し ち く

学区
が っ く

) 
安寧
あんねい

夏祭り
なつまつ

(京都市
き ょ う と し

下京区
しもぎょうく

：安寧
あんねい

学区
が っ く

) 


